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講座の目的
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公的年金制度について知ろう

年金職場で働く労働者と

労働組合の取り組みを知ろう



説明者の紹介

 小濱 賢吾（こはま けんご）

 三重県松阪市 出身

 経歴

大学を卒業し、地元の民間企業に就職し事務機器の販売を経験する

その後、退職し社会保険庁（現：日本年金機構）に非正規職員として入庁

登用試験を経て正規職員となり、現在は名古屋広域事務センターにて従事

労働組合においては日本年金機構職員労働組合の中央執行委員の任に就く
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日本年金機構（にっぽんねんきんきこう）について

 業務内容

国（厚生労働大臣）から委任・委託を受け

公的年金の一連の業務運営を担う。

 組織

非公務員型の公法人（特殊法人）

本部、年金事務所（312か所）

 設立年月日

2010年1月1日（同時に社会保険庁を廃止）
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１．公的年金制度とは
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公的年金制度は、社会保障制度のひとつ

社会保障制度

社会保険

年金保険

（公的年金）
医療保険 介護保険 雇用保険 労災保険

公的扶助 社会福祉 公衆衛生

 社会保障とは、その国の国民が健康で文化的な生活を送ることができるように、国が

行っている政策のこと
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公的年金制度とは

 年老いたとき、事故や病気で障がいが残ったとき、一家の大黒柱が亡くなっ

たときなど、『働いている世代みんなで支えよう』という仕組み

•年を取ったら受け取る

老齢年金（ろうれいねんきん）

•障がいが残ったときに受け取る

障害年金（しょうがいねんきん）

•働き手が亡くなったら受け取る

遺族年金（いぞくねんきん）
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みんなで支え合うシステム

 日本の公的年金制度は、みんなで暮らしを支え合うという社会保険の考え方で作られた

仕組み
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世代と世代の支え合い（世代間扶養）
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公的年金制度は2階建て構造

 日本の公的年金制度は、20歳以上60歳

未満のすべての方が加入する国民年金と、

会社員・公務員の方が加入する厚生年金

の、2階建て構造になっています。

 つまり会社員・公務員の方は、2つの年金

制度に加入していることになります。
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２．２０歳になったら
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20歳になったら国民年金
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国民年金保険料を納めることが難しい場合
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全額免除

一部免除

免除
制度

納付猶予

学生納付特例

猶予
制度



３．社会的背景
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公的年金制度が果たす役割

 少子化・核家族化の進行
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 経済変動や自分の寿命を予測することは困難



平均「寿命」と 65歳からの平均「余命」

 65歳からの平均余命

男性 約１９年

→ 約８４歳

女性 約２４年

→ 約８９歳
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老後に必要な生活費
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標準的な60代夫婦の生活費 1ヶ月の総額※

約25万円
約25万円 × 12か月 × 20年 →  約6,000万円

⇒安定的な収入源として老後の「年金」は大切

※平成27年調べ 出典：総務省「家計調査」



公的年金は高齢者世帯の生活の支え
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公的年金の持続性
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公的年金の負担と給付
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保険料の納付状況
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４．年金職場における労働組合の取り組み
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年金職場の現状
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窓口相談・電話相談

お客様対応

年金制度

改正
届書・申請書

事務処理 組織改編



組織構成と課題
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 決められた正規職員数（約10,880人）よりも多い契約職員が働く

 正規職員の人員不足。相談窓口となる拠点（年金事務所）が少ない。

 正規職員と一緒に働く契約職員にも同様の役割や責任が増大

 正規職員と同様の業務内容、勤務時間なのに給料や休暇などに格差

 契約職員は雇用契約期間や契約更新回数に上限がある



そんな環境が職場にあたえる影響
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業務量の増大

現状と将来の
不満・不安

仕事の意欲が
下がる

知識や経験の
豊富な人材が
退職

職員数の減少

お客様サービスの
質の低下



職員の声

（職場を変える力）

集まる場

仲間づくり

意見交換

仲間づくりと集まり話し合う場をつくる
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労働者 経営者



声をあげたことで職場が変わったこと
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 基本給月額・一時金（ボーナス）月数・若年層昇級単価の増

 再雇用制度（ウエルカムバック制度）の導入

 職場環境改善（設備・環境・ハラスメント防止）

 年次有給休暇 時間単位の取得が可能に

 ライフサポート休暇の導入

 正規職員登用制度の導入・有期雇用職員の無期化

 契約職員の一時金（ボーナス）支給の実現 など…



さいごに…

28



レポート課題
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 若い方に年金制度に興味を持ってもらうには？

 みなさんが考える（想像する）「よい職場」とは？どうすれば実現できる？

 本日の講義を受けて…（感想など自由に）


